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令和6年度 沖縄県立図書館郷土史講座のご案内

“「伊江親方日々記」で読みとく近世琉球”

講師：琉球大学人文社会学部
教授 麻生 伸一 氏

開講期間:
8月２９日（木）～9月26日（木）
14:00～15:30

毎週木曜日（全5回）

場所：
沖縄県立図書館 3階ホール

定員：50名
要事前申込

申込期間

8月8日（木）～
※定員に達し次第締め切り

申込方法
（下記いずれかの方法でお申込みください）

①窓口 県立図書館3階カウンター

②電話 098-894-5858

③FAX 098-861-7111

④メール
service@library.pref.okinawa.jp
※件名に「郷土史講座」とご記入ください

mailto:service@library.pref.okinawa.jp


県立図書館に新たに入ってきた本の一部をご紹介します。

本の場所について不明な点があれば、カウンター職員にお尋ねください。

新着図書紹介

タイトル 著者

「読書の自由」を奪うのは誰か
「自由宣言」と蔵書選択

馬場 俊明／著

エクス・リブリス
ミチコ・カクタニ／著
橘 明美／訳

図解でわかるソーシャルワーク
鈴木 孝典／編著
鈴木 裕介／編著

怪異と妖怪のメディア史
情報社会としての近世

村上 紀夫／著

性差別の医学史
医療はいかに女性たちを
見捨ててきたか

マリーケ・ビッグ／著
片桐 恵理子／訳

科学がつきとめた
中年太りのすごい解消法

山田 陽介／著

地球の冷やし方
ぼくたちに愉しくできること

藤村 靖之／著

色の物語 青 古代エジプトからイ
ヴ・クラインまで

ヘイリー・エドワーズ=
デュジャルダン／著

丸山 有美／訳

浮世絵でみる！ 動物図鑑 中右 瑛／監修

残されたものたちの
戦後日本表現史

山本 昭宏／著

踊る昭和歌謡
リズムからみる大衆音楽

輪島 裕介／著

女大関若緑 遠藤 泰夫／著

タイトル 著者

おじいちゃんのくしゃみ 阿部 結／作

なんにもおきないまほうのいちにち
ベアトリーチェ・アレ
マーニャ／作
関口 英子／訳

動物たちもオナラする?
「へー」とおどろく科学絵本

ニック・カルーソ／文
ダニー・ラバイオッティ／文
アレックス・G.グリフィス／絵
くまがい じゅんこ／訳

おうちでヒヤッ でない、あけない、
のぼらない
子どもの身をまもるための本

清永 奈穂／文・監修
石塚 ワカメ／絵

もしものときのがんこちゃん
じしん・大雨・火山こんなときどうする?

押川 理佐／文
武田 美穂／絵

13歳から考える戦争入門
なぜ、戦争はなくならないのか？

長谷川 敦／著
増田 ユリヤ／監修
かみゆ歴史編集部／編

タイトル 著者

「守礼の光」が見た琉球 ボーダーインク編集部／編

奄美大島 喜界島 加計呂麻島
(地球の歩き方島旅)

-

でっか字九州沖縄道路地図
(ギガマップル)

-

沖縄苗字のヒミツ 増補改訂 武智 方寛／著

在日米軍基地 米軍と国連軍
「2つの顔」の80年史

川名 晋史／著

米軍統治下での「島ぐるみ闘争」
における沖縄住民の意識の変容

村岡 敬明／著



今年の夏はとっても暑いですね(-_-;)熱中症にはお気を付けください。
8月は山の日！ということで、山がテーマの絵本を紹介します。

【展示のお知らせ】
場所：3階セルフ貸出機近く
期間：7/24(水)～9/2(月)
夏休みの宿題応援展示を行っています。
自由研究や作文、ポスター作りなど役立つ本が
もりだくさん！
★図書館の本を利用して夏休みの宿題を進めよう！

『たいらになった二つのやま 』

ビーゲン セン／作，石川 えりこ／絵
絵本塾出版 2011.7

豊かな「てるやま」の村と、作物の育ちにくい「かげや
ま」の村。数年後、「てるやま」では作物が枯れてしま
うが、「かげやま」は村人の努力で食物を手に入れて
いた。困った「てるやま」の村人は…。

資料ID：1007269317

場所
県立図書館3階おはなしの森

時間
10:30～（約30分）

15日（木） 定例おはなし会
22日（木） えいごでおはなし会
16日（金） 世界のえほん読み聞かせ会
言語：韓国語

どなたでも
無料で参加できます！

場所 タイトル 内容 主催団体

５
F

7/17 ～9/2
のせて、はこぶ、おんなたち

―頭上運搬のすがた―

今ではなかなか見ることのできない頭上運搬。沖縄女性の伝統的な

運搬技法を見直してみませんか。
沖縄県立図書館

グッジョブセンター展示 お仕事に関する本を展示します。 沖縄県立図書館

レファレンス常設展 図書館に来たレファレンス事例を展示します。 沖縄県立図書館

夏休みゆんたく映画祭
障がい者サービス、読書バリアフリーの理解と普及に向けた取り組み

の展示を行います。
沖縄県立図書館

8/14 ～9/23

沖芸サテライト・ミニギャラリー

Vol.15＆「沖芸の先生による、

今読むべきこの10冊」vol.14

沖縄県立芸術大学との連携事業として、「沖芸サテライト・ミニ・ギャラ

リーvol.15　 展」及び「Book List沖芸の先生による、今読むべきこ

の10冊！ vol.14（選者：赤塚 美穂子 氏　9/30まで）」の企画展示

を開催中です。※本の展示が9/30まで。

沖縄県立芸術大学

沖縄県立博物館・美術館

情報コーナー
沖縄県立博物館・美術館に関する情報発信コーナー

沖縄県立

博物館・美術館

沖縄県図書館協会 沖縄県図書館協会についてご紹介いたします。 沖縄県立図書館

沖縄県民カレッジ 沖縄県民カレッジの情報をお届けいたします。
沖縄県

生涯学習振興課

新・沖縄21世紀ビジョン

基本計画・実施計画

目指すべき沖縄の姿を描いた「沖縄21世紀ビジョン」の「新・基本計

画」と各施策の具体的な取組を示した「新・実施計画」を紹介します。
沖縄県立図書館

7/17 ～8/12 佐川　毅彦　絵画展 佐川　毅彦氏の絵画を展示します。 佐川　毅彦（個人）

7/24 ～8/26 自由研究の本展示 夏休みの宿題「自由研究」の参考になるような本を展示します。 沖縄県立図書館

7/31 ～8/5 怖い本展示 夏にぴったりの怖い本の展示を行います。 沖縄県立図書館

7/31 ～8/26
沖縄観光月間「観光について

考える」特集コーナー

観光月間である8月の一か月間貴館の協力のもと、「観光月間コー

ナー」を設け、県民（特に夏休みのお子様向け）に沖縄観光について

学んでもらうことで地域の魅力や観光の意義等に関する児童の理解

増進推進を図る展示です。

沖縄観光コンベン

ションビューロー

7/31 ～8/26
令和6年度食品（食肉）衛生月

間
食品（食肉）衛生月間の普及啓発パネルを展示します。 沖縄県衛生薬務課

7/31～8/26

 8月の 展 示
期間

通年

通年

4
F

３
F

通　年

通　年

通　年

通　年



Q.

利用案内
開館時間：9時～20時（火曜・年末年始・特別整理日休館）

休館日：毎週火曜日、年末年始、特別整理期間

※図書館専用の無料駐車場はございません。

お車でお越しの際は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

令和6年(2024年) 8月発行 第188号
〒900-0021  沖縄県那覇市泉崎1-20-1 カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表） 沖縄県立図書館

このコーナーでは沖縄県立図書館に寄せられたお問い合わ
せ（調査・相談、レファレンス）の一部をご紹介します。
今月は・・・

沖縄何でもQ&A

来館される皆様へのお願い
・館内では飲食禁止です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。
倒れても、中身がこぼれない容器に入れた飲み物は持ち込みが可能です。

・携帯電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
館内電話ボックスをご利用ください。

・館内は撮影禁止です。撮影はお控えください。

No.155 (郷土資料レファレンス事例)

A.

HP X(旧twitter) facebook

頭上運搬とは何ですか？

頭上(ずじょう)運搬(うんぱん)とは、文字通り、
頭の上に荷物を乗せて運ぶ方法のことです。「頭上運
搬」と一口に言っても、頭のてっぺんに荷物を乗せる
方法と、背負いかごの帯をおでこに引っかけて持つ方
法があります。最近はほとんど見かけることはなくな
りましたが、私たちの沖縄においても古くから行われ
てきた習慣です。沖縄にはどちらの形も見られました
が、おでこを使う方法は国頭の一部にかぎられていて、
中南部や宮古・八重山まで多くの地域では頭の上にの
せる方法が一般的でした。
この習慣は、日本中そして世界中あちこちに見られま
す。例えば京都の大原女(おはらめ)が頭上運搬をしなが
ら行商(ぎょうしょう)する姿は有名で、教科書などで写
真を見たことがある人もいるでしょう。日本国内では
伊豆諸島、中国・四国地方の瀬戸内海側や奄美など、
特に海辺の地域で多く残っていたようです。この動作
は「カベル」「イタダク」「カンゲル」「ササグ」な
ど、各地でさまざまに呼ばれており、沖縄では「カミ
ユン」や「ハミルン」と言っていました。
世界では、朝鮮半島、西アフリカやインド、東南アジ
ア、ヨーロッパなどで見られます。日本でも、世界で
も、とくに女の人がこの方法をつかいます。これは頭
上運搬の特徴と言えるものです。文化人類学者の川田
(かわた)順造(じゅんぞう)は「頭上運搬は、荷重(か
じゅう)が人体(じんたい)にそって直下(ちょっか)する
点で、きわめて合理的(ごうりてき)な運搬(うんぱん)方
法(ほうほう)である」と言っています。トラックや鉄道
などの動力がない頃、または、急な斜面(しゃめん)が多
いなどで車輪を使う運搬方法が合わない土地で、男性
ほど腕力(わんりょく)のない女の人でも、たくさんの重
い荷物を遠くまで運べるという点ですぐれていたと考
えられます。実際、伊豆大島では100kg以上の荷物を
運ぶことができたという話もありますし、沖縄の糸満
の女性たちは50kgもの魚を載せて、糸満から那覇・首
里まで何十キロも行商して歩いたと言われています。

【辞書類】

『沖縄大百科事典』上（「カミアチネー」の項）、沖縄タイムス社、1983年

『沖縄語辞典』（「kami=jun」の項）国立国語研究所、1963年

『民俗学辞典』（「頭上運搬」の項）東京堂出版、1951年

この習慣が世界的にいつ始まったのかは分かりませんが、
日本においては、埴輪にも頭上運搬の造形(ぞうけい)が見
られることから、かなり古いころからの習慣だったと思われ
ます。中世の絵巻物(えまきもの)にも、たくさんの頭上運搬
のすがたを見ることができます。沖縄では、18世紀に琉球
にやってきた中国の役人が、琉球の女性の頭上運搬のよう
すをイラスト付きで報告書に書いています。馬や馬車を利用
することが多い中国の人にはめずらしい風景だったのでしょ
う。ほんの30～40年前までは、まだ街中で見かけることが
ありました。ご両親やおじいさん・おばあさんに聞いてみて、
自由研究のテーマにしてもいいかもしれませんね。沖縄県立
図書館では、夏休みのあいだ、5階で頭上運搬の展示会を
行っています。体験コーナーもありますので、ぜひ挑戦して
みてください。 （本村）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

図書館カレンダー8月

は休館日です。

【史料】

淸徐葆光撰「重刻中山傳信録六巻」明和三年平安書林酉山房銭屋

善兵衛用平安蘭園蔵版刊（沖縄県立図書館貴重資料デジタルコレクショ

ンhttps://www.library.pref.okinawa.jp/item/index-

1104050348_1002002697.htmlにて閲覧）

【文献】

上江洲均『沖縄の民具と生活』榕樹書林、2005年

加藤久子『海の狩人 沖縄漁民——糸満ウミンチュの歴史と生活誌』現代書館2012

川田順造「非文字資料による人類文化研究のために」『身体技法・感

性・民具の資料化と体系化』神奈川大学21世紀COEプログラム「人類文

化研究のための非文字資料の体系化」研究推進会議、2008———

『〈運ぶヒト〉の人類学』岩波書店、2014年

瀬川清子「頭上運搬について」『高志路』第九巻三号、1943年

三砂ちづる『頭上運搬を追って 失われゆく身体技法』光文社、2024年

横出洋二「日本中世における身体技法について」『奈良史学』(13)、1995年


